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Topic2

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
を
可
決

【
議
案
第
４
号
】
全
会
一
致
可
決

10
億
１
３
７
２
万
円
追
加

予
算
総
額

３
１
２
億
７
３
４
２
万
円

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

臨
時
会
と
は
、
条
例
で
定
め
る

回
数
で
開
か
れ
る
定
例
会
と
は
違

い
、
必
要
が
あ
る
と
き
に
開
か
れ

る
議
会
で
す
。
今
回
審
査
・
審
議

さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

Topic1

期
末
手
当
等
に
係
る

支
給
割
合
を
引
上
げ

【
議
案
第
１・２・３
号
】
全
会
一
致
可
決

特
別
職
及
び
議
会
議
員
に
係
る

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
引
上
げ
、

一
般
職
の
職
員
に
つ
い
て
も
12
月

の
期
末
・
勤
勉
手
当
に
係
る
支
給

割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
０
・
０
５
月
分

引
上
げ
る
改
正
で
す
。

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
や
期
末
・
勤
勉
手
当
等
に
つ

い
て
も
、
一
般
職
の
職
員
に
準
じ

て
支
給
す
る
改
正
と
な
り
ま
す
。

TopicsTopics

第 1回臨時会

令和８年１月
27日

（１日間）

歳入

国庫支出金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 5億   272 万円

県支出金 生活者・事業者応援プレミアム商品券事業補助金 4,575 万円

繰入金 財政調整基金繰入金 2億 1,321 万円

歳出

報酬、給料、職員手当等、共済費、旅費、繰出金
（給与の改正等による） 9,541 万円

経済対策配布型商品券事業（第７弾）（商品券交付金等の追加） 4億 9,034 万円

物価高対応子育て応援手当支給事業（子育て応援手当等の追加） 9,402 万円

問

一
人
一
回
の
み
の
購
入
な
の
か
。

答　

一
回
目
の
販
売
を
令
和
８
年

６
月
１
日
か
ら
予
定
し
て
お
り
、

売
れ
残
り
が
出
た
場
合
、
７
月
か

ら
一
人
当
た
り
の
購
入
冊
数
を
増

や
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

問

住
民
へ
の
周
知
が
重
要
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
周
知
す
る
の
か
。

答　

現
時
点
で
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
Ｍ
、
自
治
会
使
送
便

で
の
広
報
の
ほ
か
、
新
聞
へ
の
折

り
込
み
等
も
考
え
て
い
る
。

問

配
布
は
い
つ
頃
を
予
定
し
て

お
り
、
使
用
期
限
は
い
つ
ま
で
か
。

答　

４
月
中
旬
以
降
の
配
布
で
、

使
用
期
間
は
令
和
８
年
12
月
31
日

ま
で
と
す
る
。

Topic3

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
９
号)

を
可
決

【
議
案
第
11
号
】
全
会
一
致
可
決

２
９
２
６
万
円
追
加

予
算
総
額

３
１
３
億
２
６
９
万
円

衆
議
院
解
散
に
伴
う
総
選
挙
の

執
行
に
よ
る
も
の
で
す
。

生活者・事業者応援プレミアム商品券
発行事業

「プレミアムチューリップ券」
（30％プレミアム付）

500円×10枚 500円×３枚 6,500円分を
5,000円で購入

特典

経済対策配布型商品券事業
「きばっど曽於市！商品券（第７弾）」

全店応援券
×15枚

※１枚当たり500円分の商品券

計
30枚

地元店応援券
×15枚
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和 ８ 年 度 新 規 事 業令特集
子育て支援 1. おむつ等支援事業

1歳までの乳児の養育者へ、紙おむつや粉ミルク等の育児用品を支給します

小・中学校等へ入学する新１年生に、１人につき一律５万円を支給します
現金３万円＋商品券２万円＝５万円

こ
こ
に
注
目
！

支給時期 支給する物

出産後 出生届出時 紙おむつ１パック、粉ミルク１缶、
おしりふき、ベビーソープ

２か月後 乳児家庭全戸訪問 紙おむつ１パック

４か月後 離乳食準備教室 紙おむつ２パック

６か月後 ６か月児相談 紙おむつ２パック

１年後 １歳児相談 紙おむつ２パック

詳しくは「こども未来課」TEL:0986-76-8870

受給できる方：支給年の５月１日現在、曽於市に住所がある方で、
　　　　　　　小・中学校等に新１年生として入学した児童等の保護者であり、
　　　　　　　市税等の滞納がない方

詳しくは「教育総務課」 TEL:0986-76-8871

市ホームページは
こちら▶▶

2. スクールスタートアップ事業

受給できる方：
　　　　　　　小・中学校等に新１年生として入学した児童等の保護者であり、
　　　　　　　

こ
こ
に
注
目
！

スマート農業機械導入推進事業産業振興

農薬散布用ドローンや農業用自動操舵装置の購入に補助がでます

交付要件等：生産者が自らの営農のために購入するスマート農業機械等に対し、
　　　　　　本体価格の１/３以内（上限 50万円）を補助します

※補助は本体価格のみが対象です (付属機器や予備のバッテリー等は対象外 )
※国・県の補助事業に該当・採択されるものは対象外です

詳しくは「農政課」 TEL:0986-76-8808

交付要件等：
　　　　　　本体価格の１/３以内（上限 50万円）を補助します

※補助は本体価格のみが対象です (付属機器や予備のバッテリー等は対象外 )
※国・県の補助事業に該当・採択されるものは対象外です

こ
こ
に
注
目
！

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



各
種
計
画
の
策
定
、
条
例
の
制

定
や
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の
議

案
を
審
査
・
審
議
し
ま
し
た
。

Topic1

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

【
諮
問
第
１
号
】

適
任

令
和
８
年
６
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
が
満
了
す
る
現
人
権
擁
護
委

員
の
再
任
の
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
、
任
期
は
３
年
と
な
り
ま
す
。

山や
ま
本も
と

ひ
と
み
氏（
大
隅
町
）

Topic2

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の策

定

【
議
案
第
12
号
】
全
会
一
致
可
決

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

ま
で
を
期
間
と
す
る
計
画
に
つ
い

て
、
国
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

「
過
疎
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能

TopicsTopics

第１回定例会

令和8年
２月20日から
３月25日まで
（34日間）

な
地
域
社
会
の
形
成
」
及
び
「
地

域
資
源
等
を
活
用
し
た
地
域
活
力

の
更
な
る
向
上
」
を
目
指
し
策
定

す
る
も
の
で
す
。

問

国
の
交
付
金
事
業
の
中
で
、

こ
れ
ま
で
集
落
再
編
支
援
事
業
の

み
の
利
用
に
な
っ
て
い
た
理
由
は
。

答　

国
の
補
助
金
が
２
分
の
１
補

助
に
と
ど
ま
り
、
認
可
を
受
け
る

際
の
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
こ
と

や
、
過
疎
債
を
利
用
し
た
事
業
の

方
が
補
助
率
が
高
い
た
め
で
あ
る
。

Topic3

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定

【
議
案
第
13
号
】
全
会
一
致
可
決

恒
吉
辺
地
に
お
け
る
市
道
神

牟
礼
・
沖
上
線
と
須
田
木
線
の

２
路
線
を
改
良
舗
装
す
る
た

め
、
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年

度
の
５
年
に
か
け
て
、
事
業
費

１
億
８
７
０
０
万
円
で
整
備
す
る

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

問

そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
の
工
事
期

間
は
。

答　

神
牟
礼
・
沖
上
線
は
２
年
間
、

須
田
木
線
は
４
年
を
か
け
て
行
う

予
定
で
あ
る
。
須
田
木
線
は
法
面

工
事
で
難
し
い
箇
所
が
あ
り
、
年

度
で
区
切
る
と
災
害
の
懸
念
も
あ

る
た
め
重
点
的
に
行
う
。

Topic4

薬
科
休
日
急
患
診
療
事
業
事
務

の
委
託
に
関
す
る
都
城
市
と
の

協
議
に
つ
い
て

【
議
案
第
14
号
】
全
会
一
致
可
決

本
市
の
薬
科
休
日
急
患
診
療
事

業
事
務
を
都
城
市
に
委
託
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
う
た
め

の
も
の
で
す
。

問

協
議
に
至
っ
た
経
緯
や
内
容
は
。

答　

都
城
市
北
諸
県
郡
薬
剤
師
会

か
ら
休
日
当
番
薬
局
で
の
収
支
が

赤
字
で
あ
る
た
め
、
平
成
18
年
に

医
科
分
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、

薬
科
分
を
都
城
市
が
都
城
市
北
諸

県
郡
薬
剤
師
会
と
締
結
し
て
い
る

内
容
と
同
様
に
委
託
す
る
も
の
で
、

休
日
当
番
薬
局
を
利
用
し
た
時
の

契
約
と
な
り
、
夜
間
救
急
は
含
ま

れ
な
い
。

Topic5

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に

伴
う
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

【
議
案
第
15・17・18
号
】
全
会
一
致
可
決

議案 条例 内容

第 15号 曽於市特定乳児等通園支援事業の運営
に関する基準を定める条例

国や県及び市から財政措置を受けるための
運営に関する基準を定める条例の制定。

第 17号 曽於市子ども・子育て支援法に基づく
過料に関する条例

乳児等のための支援給付等に関する報告等
に係る過料が追加されたことに伴う、条例
の一部改正。

第 18号 曽於市乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例

内閣府令の公布に伴い、利用定員の要件の
緩和等について条例を一部改正。

4☆議会クイズ☆　次のページからクイズを出します。ページをめくると答えがあります。



新 財部中央公民館使用料（令和 8年 5月1日～） 

区分
使用料 冷暖房使用

１時間当たり午前９時から
午後１時まで

午後１時から
午後５時まで

午後５時から
午後10時まで

第１
会議室

880円 880円 1,100円 110円

第２
会議室
第３
会議室
研修室
調理室
イベント
ホール 2,640円 2,640円 3,300円 110円

( 総額表示 )

問

議
案
第
15
号
と
第
18
号
の
条

例
の
違
い
は
。

答　

議
案
第
18
号
の
条
例
は
、
同

条
例
で
定
め
た
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
に
基
づ
き
、
市
が
認

可
す
る
こ
と
で
事
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
第
15
号

の
条
例
は
、
議
案
第
18
号
の
条
例

に
基
づ
き
認
可
し
た
事
業
者
が
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ

く
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に

係
る
事
業
を
行
う
者
（
特
定
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
者
）
で
あ
る
旨

の
確
認
を
市
か
ら
受
け
る
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
認
可
と
確
認
を
両

方
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、給
付（
財

政
措
置
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

問

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
運

営
開
始
予
定
の
事
業
所
と
受
入
人

数
は
。

答　

一
般
型
が
末
吉
町
の
１
事
業

所
に
６
名
、
余
裕
活
用
型
が
大
隅

町
の
２
事
業
所
に
そ
れ
ぞ
れ
２
名

と
６
名
を
予
定
し
て
い
る
。

Topic6

中
央
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
議
案
第
22
号
】
全
会
一
致
可
決

財
部
中
央
公
民
館
の
大
規
模
改

修
に
よ
り
、
利
用
す
る
施
設
の
区

分
に
変
更
が
生
じ
る
こ
と
に
伴
い
、

利
用
料
を
類
似
施
設
で
あ
る
末
吉

中
央
公
民
館
や
大
隅
中
央
公
民
館

と
の
均
衡
が
図
ら
れ
た
料
金
設
定

に
改
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

意
見

冷
暖
房
費
を
含
む
使
用
料

に
つ
い
て
、
ほ
か
の
施
設
に
つ
い

て
も
市
民
が
よ
り
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
、
今
回
の
財
部
を
含
め

た
各
中
央
公
民
館
と
の
整
合
性
を

考
慮
し
た
総
合
的
な
見
直
し
を
早

急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

Topic7

生
涯
学
習
審
議
会
設
置
条
例を

廃
止

【
議
案
第
23
号
】
全
会
一
致
可
決

生
涯
学
習
審
議
会
で
行
っ
て
い

た
内
容
を
社
会
教
育
委
員
の
会
議

で
協
議
す
る
た
め
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

問

会
議
の
開
催
上
都
合
が
良
い

と
の
理
由
で
の
廃
止
か
。

答　

社
会
教
育
委
員
は
社
会
教
育

法
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
し
て
い

る
が
、
生
涯
学
習
審
議
会
は
市
独

自
に
設
置
し
て
お
り
、
委
員
の
構

成
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た
め
、
社

会
教
育
委
員
の
会
議
の
中
で
審
議

す
る
こ
と
に
し
た
。

Topic8

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
10
号)

を
可
決

【
議
案
第
24
号
】
全
会
一
致
可
決

２
億
３
９
３
５
万
円
減
額

予
算
総
額

３
１
０
億
６
３
３
３
万
円

今
回
の
補
正
予
算
は
、
各
事
業

の
確
定
及
び
執
行
見
込
み
に
よ
る

増
減
が
主
な
も
の
で
す
。

歳　　入

地方交付税 交付額の確定による追加

現年発生農業用施設災害復旧費補助金 補助率の確定による追加

市債 歳出の減額に伴う減額

財政調整基金繰入金 財源調整による減額

歳　　出

障害福祉サービス費 実績見込みによる追加

施設型給付費 公定価格の改定による追加

公債費 繰上償還に伴う追加

5 ☆問１☆　曽於市議会の議員定数は、条例で何名と定められていますか？　A.14名　B.16名　C.18名　D.20名



総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
公
有
財
産
購
入
費
】

問

財
部
市
街
地
土
地
取
得
費
用

９
０
４
万
円
の
減
額
理
由
は
。

答　

土
地
所
有
者
と
の
交
渉
が
ま

と
ま
ら
な
か
っ
た
結
果
、
土
地
買

収
を
断
念
し
た
た
め
で
あ
る
。

【
自
治
会
放
送
管
理
費
】

問

放
送
設
備
を
持
っ
て
い
る
自

治
会
が
ま
だ
あ
る
の
か
。

答　

現
在
52
自
治
会
が
使
用
し
て

い
る
が
、
毎
年
３
〜
５
の
自
治
会

が
撤
収
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
は

機
材
と
電
柱
を
撤
去
し
て
い
る
。

【
宅
地
分
譲
地
整
備
管
理
事
業
】

問

分
譲
地
購
入
費
用
３
１
８
万

円
の
皆
減
理
由
は
。

答　

柳
迫
地
区
の
宅
地
分
譲
の
検

討
の
た
め
、
臭
気
・
騒
音
・
振
動

等
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
騒
音
の

基
準
を
超
過
し
、
振
動
も
時
間
帯

で
は
基
準
値
ギ
リ
ギ
リ
の
結
果

だ
っ
た
た
め
、
購
入
を
断
念
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
瀬
戸
口
恵
理
委
員
長
）

【
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
】

問

増
額
の
理
由
は
。

答　

９
月
定
例
会
で
障
害
児
支
援

給
付
費
を
、
12
月
定
例
会
で
障
害

者
給
付
費
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
補
正

し
て
い
る
が
、
重
度
訪
問
介
護
を

新
規
で
利
用
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、

予
想
以
上
の
利
用
増
と
な
り
、
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

【
地
域
医
療
支
援
費
】

問

曽
於
医
師
会
立
病
院
現
状
分

析
業
務
負
担
金
の
減
額
理
由
や
業

務
内
容
は
。

答　

当
初
の
予
定
よ
り
安
価
で
契

約
で
き
た
た
め
で
あ
る
。
業
務
内

容
は
曽
於
医
師
会
立
病
院
の
在
り

方
や
今
後
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
デ
ー
タ
等
を
分
析
す
る
も
の

で
、
３
月
末
に
関
係
市
町
の
長
に

報
告
予
定
で
あ
る
。

【
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
及
び

メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費
】

問

指
定
管
理
料
の
経
常
損
失
の

赤
字
補
填
理
由
は
。

答　

基
本
協
定
の
中
の
「
※
指
定

管
理
料
の
変
更
を
規
定
し
て
い
る

部
分
」
に
基
づ
き
、
市
は
協
議
に

応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
回
は

最
低
賃
金
が
上
が
っ
た
こ
と
等
に

よ
る
金
利
水
準
の
上
昇
が
赤
字
の

主
な
理
由
で
、
経
費
面
で
は
利
用

者
１
人
当
た
り
の
経
費
は
年
々
上

が
っ
て
き
て
い
る
状
況
の
た
め
、

料
金
の
見
直
し
も
含
め
て
今
後
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

※
「
指
定
管
理
の
期
間
中
に
賃
金
水
準
や
物
価

高
騰
等
の
不
可
抗
力
に
よ
り
、
当
初
合
意
さ
れ

た
指
定
管
理
料
が
不
適
当
と
な
っ
た
と
認
め
た

と
き
は
指
定
管
理
料
の
変
更
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
る
」

【
末
吉
中
央
児
童
ク
ラ
ブ
改
築
事
業
】

問

完
成
時
期
は
。

答　

現
在
工
事
中
の
末
吉
小
学
校

に
併
設
さ
れ
る
予
定
で
、
令
和
９

年
６
月
頃
の
完
成
見
込
み
で
あ
る
。

意
見

ほ
か
の
児
童
ク
ラ
ブ
と
の

公
平
性
も
含
め
て
、
契
約
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

末吉中央児童クラブ建設予定地

【
奨
学
資
金
管
理
費
】

問

育
英
奨
学
資
金
の
貸
付
の
人

数
と
総
額
は
。

答　

令
和
６
年
度
末
で
１
９
１
人
、

１
億
５
５
０
９
万
円
で
あ
る
。

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
費
】

問

給
食
セ
ン
タ
ー
の
騒
音
問
題

の
そ
の
後
の
進
捗
は
。

答　

設
計
事
務
所
に
対
し
て
、
弁

護
士
を
通
じ
て
交
渉
中
で
あ
る
。

6☆答１☆　C.18名　令和７年11月の選挙から、定数が20名から18名になりました。



【
部
活
動
地
域
移
行
推
進
事
業
】

問

地
域
指
導
者
謝
礼
金
が

２
０
０
万
円
弱
減
額
し
て
い
る
が
、

地
域
で
指
導
者
を
し
た
い
と
い
う

方
が
予
想
以
上
に
少
な
か
っ
た
か

ら
な
の
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
選
択

肢
の
広
が
り
に
よ
る
部
活
動
の
加

入
率
の
低
下
や
部
活
動
指
導
員
の

な
り
手
の
確
保
が
難
し
く
、
苦
慮

し
て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
出
水
優
樹
委
員
長
）

【
鳥
獣
対
策
事
業
】

問

有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助
金
の
増

額
理
由
は
。

答　

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
成
獣

１
５
０
０
頭
分
の
予
算
を
計
上

し
て
い
た
が
、
不
足
す
る
た
め
、

８
０
０
万
円
の
増
額
を
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
る
。

【
き
ら
ら
館
管
理
費
】

問

経
常
損
失
の
理
由
は
。

答　

来
場
者
は
前
年
度
よ
り

５
５
０
０
人
増
加
し
、
売
上
げ
も

１
１
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
た
が
、

人
件
費
や
材
料
費
等
の
高
騰
に
よ

り
利
益
が
上
が
ら
ず
、
６
０
０
万

円
の
損
失
予
定
と
な
る
た
め
で
あ

る
。

【
高
齢
者
等
飼
養
肉
用

子
牛
競
り
市
引
付
料
補
助
金
】

問

減
額
の
理
由
は
。

答　

高
齢
の
畜
産
農
家
が
廃
業
し
、

対
象
牛
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】

問

減
額
の
理
由
は
。

答　

補
正
額
が
大
き
か
っ
た
も
の

と
し
て
、
次
世
代
の
森
林
づ
く
り

対
策
事
業
補
助
金
と
曽
於
市
造
林

事
業
担
い
手
促
進
対
策
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
再
造
林
や
下
刈

り
の
面
積
が
減
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
産
材
利
用
促
進
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
新
築
住
宅

の
建
設
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。

【
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
】

問

増
額
の
理
由
は
。

答　

外
灯
・
街
路
灯
の
電
気
料
が

不
足
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
と
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
取
替
え
及
び
蛍
光
灯
か

ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
付
け
替
え
の
要
望

が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

【
地
域
振
興
住
宅
建
設
事
業
】

問

減
額
の
理
由
は
。

答　

当
初
、
新
築
３
棟
分
の
予
算

を
計
上
し
て
い
た
が
、
令
和
７
年

度
の
申
請
者
は
全
て
、
未
入
居
の

地
域
振
興
住
宅
へ
入
居
で
き
た
た

め
で
あ
る
。

議
員
任
期
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

令
和
８
年
３
月
25
日
、「
議
員

任
期
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
議
会
改
革
調
査
特
別
委

員
会
で
協
議
し
て
い
ま
し
た
が
、

翌
年
９
月
に
公
民
館
長
等
連
絡
協

議
会
よ
り
「
市
長
選
挙
と
議
会
議

員
選
挙
の
同
時
開
催
並
び
に
議
会

議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
陳
情

書
」
が
提
出
さ
れ
、
協
議
を
重
ね

た
上
、
２
つ
の
陳
情
項
目
に
つ
い

て
令
和
５
年
12
月
議
会
で
そ
れ
ぞ

れ
採
択
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
員
定
数
削
減
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

た
一
方
で
、
市
長
選
挙
と
議
員
選

挙
の
同
時
開
催
に
つ
い
て
は
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
議

会
だ
よ
り
第
75
号
の
特
集
記
事
を

参
照
。）

ま
た
、
令
和
６
年
２
月
に
も
選

挙
の
同
時
開
催
を
求
め
る
同
様
の

陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
再
度
不
採

択
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
２
回
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、

同
日
選
挙
を
求
め
る
市
民
か
ら
の

声
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

議
会
と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
、

同
年
10
月
に
「
同
日
選
挙
開
催
の

議
論
継
続
に
関
す
る
決
議
案
」
を

可
決
し
、
改
選
後
の
新
た
な
市
議

会
に
お
い
て
、
継
続
し
て
議
論
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

委
員
は
議
長
を
除
く
17
名
で
構

成
さ
れ
、
同
日
開
催
さ
れ
た
「
議

員
任
期
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
で
の
互
選
の
結
果
、
委
員
長

に
渡わ

た

辺な
べ

利と
し

治は
る

議
員
、
副
委
員
長
に

土つ
ち

屋や

健け
ん

一い
ち

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

75号
はこちら
▼

7 ☆問２☆　曽於市議会の「定例会」は、通常、年に何回開催されますか？　A. 2 回　B. 4 回　C. 6 回　D.12 回



令和８年度当初予算（総務常任委員会 所管分）

646万円
問　出生届オンライン対応の
ためとのことだが、具体的には。

答　出生届がマイナンバーカード
を使って自宅からオンラインで提
出できるようになり、来庁の手間
が省ける。

戸籍システム改修委託

新規事業

118万円
問　委員の構成や研修先は。

答　若い人や女性など幅広い
層に委員として参加してもらえるよ
う相談していきたい。先進地研
修先については、委員会で協議
をしていく中で、参考となる所を
決定したい。

岩川小学校跡地等・財部
地域活性化検討委員会

新規事業

4,256万円

問　昨年との違いは。

答　５名で解体分別業務を実
験的に行ってきたが、不燃ごみ
の分別が困難なことや夏場の作
業が過酷になることから、３名
増員するものである。分別作業
効率化のためには、更なる分別
を市民に求める必要があるため、
環境対策審議会の意見を聞きな
がら、１年程度の時間をかけて
分別品目の追加（木、プラ、金
属類、小型家電）を段階的に
実施していきたい。

粗大ごみ解体・不燃ごみ
分別業務委託

446万円

問　昨年と同じような運営か。

答　令和８年度からは対象エリ
アを大隅北地域などに拡大して
運用していく。国の規制や民業
圧迫の懸念もあり、地域内の商
店などに還元されるような限定さ
れたルートを想定している。

意見 公共交通と競合する場
合の国の制約等もあり、運行
区域の制限によって実績が伸
びていない。今後の共助交通
が、民業圧迫を最小限にしな
がらも利用者が増えるように、
また、買い物弱者等に配慮さ
れた利便性の高い事業にして
いけるよう早急な検討を求め
る。

共助交通業務委託

2,000万円
問　工事の内容は。

答　コーキン化学株式会社が工
場を拡張するのに伴い、大型トラッ
クが移動する際の法面強度に不
安があったため工事を行う。

内村工業団地法面

内村工業団地
外周法面整備工事

新規事業

4,719万円

問　事業内容は。

答　本市の未評価家屋が
8,000棟近くになると推計されてお

り、公正な課税の観点から、令

和８年度～ 12 年度にかけて総

額２億 3,617 万円かけて調査を

行う。令和 12 年度から毎年約

3,000 万円の増収となり、令和

19 年度に増収累計が事業費総

額を上回ると試算している。

家屋全棟調査業務委託

新規事業

問　アヤベ株式会社九州工場
跡地の現状と今後の予定は。

答　高架線の布設替え工事と
県の土砂置場になっていて半分

は使えないが、工事等が終わり

次第、売却可能である。

アヤベ株式会社工場跡地

意見 令和７年度の工場設
置補助金の利用がなかったこ
とも市の課題だと考えられる。
需要調査等アドバイザーの意
見を聞きながら、市の雇用増
加に繋がる取組を求める。

現地調査を実施

8☆答２☆　B.４回　曽於市では３月・６月・９月・12月に開催します。臨時会が開催されることもあります。



令和８年度当初予算（文教厚生常任委員会 所管分）

施設支援補助金 2,000万円
運営費補助金 750万円

　小児科誘致については、昨年こども未来課で実施したニーズ調査に
おいて73％もの要望があった。

問　それぞれの補助金の具体的な内容は。

答　施設支援補助金は補助対象経費の１/２（上限１億円）を１回
限り交付するものである。運営費補助金は人件費として一年度当たり
1,500 万円を上限に、開設後５年度間に交付するものである。なお、ど
ちらも10 年以上継続する見込みがあることなどの条件を補助金交付
要綱で定めている。

小児科誘致関連費

新規事業

320万円

問　事業内容と民生委員との
関わりや負担の有無は。

答　病院での手術や治療の際
に必要な身元保証人のいない
方や将来への不安がある方など
の相談者と関係機関とをつない
でコーディネートする事業である。
民生委員については、新たに何
かをしていただくということではな
く、今までの活動の中で引き続き
対応をお願いしていく。

身寄りのない方の包括的な
相談・調整窓口整備業務委託

新規事業

1億6,661万円

問　工事の詳細は。

答　末吉中学校のグラウンドは、
昭和 30 年～ 40 年にかけて第１
次、平成 13 年頃の第２次にお
いて、それぞれ大規模な盛土工
事にて造成された。令和４年か
ら陥没やクラックが見られるように
なり、令和５年度の第２次スクリー
ニングで地盤調査と安定計算を、
令和７年度に造成対策設計を行
い、今回、大規模盛土造成対
策工事を行うことにした。安全性
を長期的に確保するため、横ボー
リング工、抑止杭

ぐい

工
こう

、暗
あん

渠
きょ

排水
工を実施する。なお、本事業は
令和９年度までの継続費である。

末吉中大規模盛土対策工事

新規事業 538万円

問　事業内容は。

答　わかりやすく、読みやすい、
広く親しまれる市史を目指して
編纂を進めるため、新年度か
ら文化財整備事業費と埋蔵文
化財発掘調査事業費からそれ
ぞれ組替えを行い、独立した
事業としてさらに力を入れて取
り組んでいくものである。

市
し

史
し

編
へん

纂
さん

事業費

新規事業

389万円
問　末吉小と末吉中に各１名
ずつ配置されるスクールサ
ポートスタッフ（教員業務支援
員）の増員予定は。

答　業務内容やニーズ等を精査
して令和９年度に増やすようにし
たい。

教員業務支援員報酬

新規事業

数年前に長雨による落石で
被災した岩屋観音

柳迫小学校の
「学びの共同体」の取組事例

　一斉授業からの転換を図り、
「話し合い」を「聴き合い」へ、
「教え合い」を「学び合い」への
授業を行っている。

現地調査を実施

9 ☆問３☆　曽於市議会議員の任期は何年でしょうか？　A. 2 年　B. 3 年　C. 4 年　D. 定年制



66 万円

問　委託内容は。

答　本市のＰＲと事業者支援を
目的として、本市がデザインし作
成した段ボール箱を、希望する
事業者に割安で販売し活用して
もらうもので、令和８年度に試験
的に実施する。

段ボール作成業務委託

新規事業

令和８年度当初予算（産業建設常任委員会 所管分）

3,401万円

問　昨年と同じような内容か。

答　昨年同様、地下鉄での広
告看板設置、新宿クロスビジョン
での動画広告掲載、スマホ決
済サービスでの広告掲載、各イ
ベント等への参加を計画している。
令和８年度は、飲食店の注文用
タブレットに広告を掲載する取組
を新規に実施する。

畜産ＰＲ広告宣伝費

1,321万円

問　新規就農者は地元の方と
移住してきた方とではどちらが
多いか。

答　親の経営を引き継ぐ地元の
方が多く、Iターンで新規就農す
る方は少ない状況である。就農
者全体で、経営別で多いものは
肉用牛である。

農業後継者等
育成対策事業

市道新設改良工事
持留線　月野工（大隅町）

下水道浄化センター増設改修地
（末吉町）

　国の事業である下水道革新
的技術実証事業を活用し、増
設改修を行う。従来のコンクリー
ト構造物による処理施設を建設
するより安価に整備できるとのこと。

現地調査を実施

78万円
問　事業内容は。

答　新生児に出生記念品として
木製命名板を贈呈する事業であ
り、本市産の杉材に、レーザー
を使って親と子の名前などを刻印
したものを贈る。

森のおくりもの事業

新規事業

小規模水道基本構想
策定業務委託

2,348万円

問　どのような計画か。

答　市内の各水道組合に対し
て実態調査や要望調査を行うと

ともに、どのような再整備等がで

きるかを調査し、今後の計画を

立てるものである。

DX推進事業
スマートグラス購入

547万円

　スマートグラスを導入し、リモー

トでの現地調査等に活用する。

調査内容を記録することで事例

の教材化を行い、技術継承にも

つなげたい。

問　導入台数は。

答　最初は10 台ほどを想定し
ている。

事業全体への意見　令和８年
度から水道料金改定の審議を
行うとのことだが、将来を見据
えた水道料金の見直しが必要
ではないか。

新規事業

新規事業

水道事業

10☆答３☆　C.４年　曽於市では、４年のうち２年ごとに委員会の構成が変わります。



第１回臨時会で全会一致で可決とされた案件
区 分 議案番号 件  名

議
案

第 7 号 令和７年度曽於市介護保険特別会計補正予
算（第４号）について

第 8 号 令和７年度曽於市生活排水処理事業特別会
計補正予算（第２号）について

第 9 号 令和７年度曽於市水道事業会計補正予算（第
５号）について

第10号 令和７年度曽於市公共下水道事業会計補正
予算（第３号）について

第11号 令和７年度曽於市一般会計補正予算 ( 第９
号 ) について

区 分 議案番号 件  名

議
案

第 1 号
曽於市特別職の職員の給与に関する条例及び曽
於市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手
当の支給に関する条例の一部改正について

第 2 号 曽於市職員の諸給与に関する条例の一部改
正について

第 3 号 曽於市会計年度任用職員の給与及び費用弁
償に関する条例の一部改正について

第 4 号 令和７年度曽於市一般会計補正予算（第８
号）について

第 5 号 令和７年度曽於市国民健康保険特別会計補
正予算（第３号）について

第 6 号 令和７年度曽於市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第３号）について

区 分 議案番号 件  名

議
案

第24号 令和７年度曽於市一般会計補正予算（第 10
号）について

第25号 令和７年度曽於市国民健康保険特別会計補
正予算（第４号）について

第26号 令和７年度曽於市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第４号）について

第27号 令和７年度曽於市介護保険特別会計補正予
算（第５号）について

第28号 令和７年度曽於市生活排水処理事業特別会
計補正予算（第３号）について

第29号 令和７年度曽於市水道事業会計補正予算（第
６号）について

第30号 令和７年度曽於市公共下水道事業会計補正
予算（第４号）について

第31号 令和８年度曽於市一般会計予算について

第32号 令和８年度曽於市国民健康保険特別会計予
算について

第35号 令和８年度曽於市生活排水処理事業特別会
計予算について

第36号 令和８年度曽於市水道事業会計予算につい
て

第37号 令和８年度曽於市公共下水道事業会計予算
について

区 分 議案番号 件  名

諮
問 第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について

議
案

第12号 曽於市過疎地域持続的発展計画の策定につ
いて

第13号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策
定について

第14号 薬科休日急患診療事業事務の委託に関する
都城市との協議について

第15号 曽於市特定乳児等通園支援事業の運営に関
する基準を定める条例の制定について

第16号 曽於市印鑑の登録及び証明に関する条例の
一部改正について

第17号 曽於市子ども・子育て支援法に基づく過料
に関する条例の一部改正について

第18号 曽於市乳児等通園支援事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について

第19号 曽於市重度心身障害者医療費助成条例の一
部改正について

第20号 曽於市火入れに関する条例の一部改正について

第21号 曽於市上下水道事業職員の給与の種類及び
基準に関する条例の一部改正について

第22号 曽於市中央公民館の設置及び管理に関する
条例の一部改正について

第23号 曽於市生涯学習審議会設置条例の廃止について

第１回定例会で全会一致で適任・可決とされた案件

賛否が分かれた案件

議案等　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

廣
瀬
　
孝
幸

中
薗
　
和
樹

師
　
康
浩

迫
　
　
将
嗣

遠
矢
　
政
嗣

伊
集
院
正
美

山
中
　
雅
人

出
水
　
優
樹

瀬
戸
口
恵
理

矢
上
弘
幸

松
ノ
下
い
ず
み

鈴
木
　
栄
一

伊
地
知
厚
仁

今
鶴
　
治
信

土
屋
　
健
一

渡
辺
　
利
治

徳
峰
　
一
成

結
　
果

議
案

第 33号 令和８年度曽於市後期高齢者医療特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 可
決

第 34号 令和８年度曽於市介護保険特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 可
決

第 38号 曽於市国民健康保険税条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 可
決

重久議員は議長のため、議決に加わることはできないが､投票による表決の場合で可否同数になったときは、議長が可否を決定することになる。（裁決権）
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため、賛成者以外（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

11 ☆問４☆　曽於市議会の本会議を、直接議場に行って見学することを何と言いますか？　A.監査　B.参列　C.視察　D.傍聴



■令和８年１月 20日（火）

■演題：「人口減少日本で起きること」
　講師：ジャーナリスト　河

かわい
合 雅

まさ し
司 氏

■演題：「職場を元気にする！“言葉の力”
　　　　～スポーツの現場に学ぶペップトークとは？～」
　講師：一般財団法人日本ペップトーク普及協会代表理事　岩

いわさき
﨑 由

よしずみ
純氏

「人口減少日本で起きること」では、少子高齢化が「静かなる有事」として引き起こす介護離職、空き家増、
労働力不足などの危機を年代順に警告し、現状維持を捨て「戦略的に縮む」対策を提示する内容で、ただ人
口を増やす努力をするのではなく、減少を前提とした社会への転換を提言されていました。これらの将来予測を
理解し、早期に具体的な対策を講じることが重要であると感じました。
「スポーツの現場に学ぶ※ペップトーク」は、岩﨑氏がアメリカのスポーツ現場で学んだ「勇気を与える感動のス
ピーチ」を、自分、家族、仲間に伝えるコミュニケーションスキルとして確立したもので、スポーツ現場だけでなく、家庭・
職場・教育現場など、日常のあらゆる場面ですぐに実践できる、シンプルでポジティブな言葉のかけ方を学びました。
※ペップトークとは、スポーツの試合前に監督やコーチが選手を励ますために行う、短く熱い激励スピーチのことです。

鹿児島県市議会議員研修会

議員研修報告

曽於市議会は意見交換を希望する団体を募集しています。

皆様のご意見等を今後の議会活動に反映させていきますので、

この機会にぜひお申込みください。

対象となる団体… ①市内に居住・通勤・通学する団体

 ②市民等により構成される団体や市民グループ

 ①②を満たす団体で、５名以上で参加できることを条件とします

申込み方法… 市のホームページに掲載している次の書類を作成の上、議会事務局へご提出ください。

〇曽於市議会意見交換会開催申込書

〇曽於市議会意見交換会参加者名簿

〇その他参考資料（必要に応じて）

※ 議会の定例会（６・９・12・３月）や臨時会の開催状況によっては、お受けすることができません。また、

議会側の都合により、日程のご希望に沿えない場合があります。

過去の実績 ･･･ 曽於市消防団、鹿児島県立曽於高等学校、曽於市立岩南小学校

詳しくは、
市のホームページへ！

▶▶▶

令和
８年

度
議員と語ろう会参加者

募集中!

12☆答４☆　D.傍聴　一番身近な政治の参観日です。予約不要なのでぜひお越しください。



たからべ森の学校、南九州畜産獣医学拠点（Ｓ
ス

Ｋ
ク

Ｌ
ラ

Ｖ
ブ

）を視察研修

■令和８年１月 14日（水）
山形県鶴岡市議会の議員６名が、「廃校跡地活用」や「農業地域における移住・定住施策と職業訓練」の調

査のため、来市されました。

たからべ森の学校での研修 ＳＫＬＶでの研修

鶴岡市議会の視察研修

行政視察受入れ

令
和
８
年
２
月
18
日
、
菅
牟
田
小
学
校
２
〜
６
年
生
の

皆
さ
ん
が
、
生
活
科
・
社
会
科
学
習
で
議
場
を
見
学
さ
れ

ま
し
た
。
議
長
席
や
議
員
席
に
座
っ
た
り
、
楽
し
そ
う
に

議
会
や
議
員
の
体
験
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

議
場
見
学

13 ☆全問正解できたかな？次回もお楽しみに！



ちょっと
ひとりごと

高
す
ぎ
る
介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
を

問

令
和
８
年
度
予
算
で

は
、
な
ぜ
引
き
下
げ
を
提

案
し
な
い
の
か
。

市
長　

令
和
８
年
度
ま
で

第
９
期
介
護
保
険
計
画
に

あ
る
た
め
、
保
険
料
の
改

定
は
行
わ
な
い
。

問

計
画
の
途
上
で
も
、

理
論
的
に
は
引
き
下
げ
は

で
き
る
で
は
な
い
か
。
市

民
の
立
場
で
は
な
く
行
政

の
事
情
を
優
先
し
た
答
弁

で
は
な
い
か
。
保
険
料
の

剰
余
金
４
億
３
千
万
円
が

あ
り
、
そ
の
一
部
を
引
き

下
げ
に
ま
わ
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長　

令
和
９
年
度
か
ら

の
第
10
期
介
護
保
険
計
画

で
、
保
険
料
は
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

塩
田
副
市
長
の
役
割
り

問

本
市
は
３
９
０
㎢
と

広
く
、
末
吉
本
庁
か
ら
20

数
㎞
離
れ
た
集
落
も
あ
る
。

本
市
の
実
態
を
知
る
こ
と

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

塩
田
副
市
長　

業
務
を
通
し

て
現
場
に
行
き
、
休
日
を

活
用
し
て
市
内
全
域
を
ま

わ
り
た
い
。

暮
ら
し
の
厳
し
い
実
態
を

直
視
し
た
市
政
の

　
　
　
取
り
組
み
を

問

市
長
答
弁
に
あ
る
よ

う
に
、
合
併
後
の
15
年
間
、

市
民
所
得
は
２
割
ほ
ど
し

か
伸
び
て
い
な
い
。
一
方
、

介
護
保
険
料
の
５
割
増
を

は
じ
め
税
負
担
額
が
大
き

く
な
っ
た
。（
資
料
を
参

照
く
だ
さ
い
）

高すぎる介護保険料の
引き下げを

一般質問の録画

Link

高すぎる介護保険料の引き下げは
可能です。

市長の判断にかかっています。
６月市議会で再度取り上げます。

QuestionQuestion

AnswerAnswer

市長／ 令和８年度は行わない 徳徳
と くと く

峰峰
みねみね

 一一
かずかず

成成
なりな り

（日本共産党）（日本共産党）

こ
の
た
め
市
長
は
、
市
民

の
所
得
を
引
き
上
げ
る
こ

と
を
柱
に
す
え
、
長
期
的

な
視
野
で
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。
特
に
宅
地

造
成
と
企
業
誘
致
は
腰
を

す
え
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　

令
和
８
年
度
工
業

団
地
の
選
定
を
進
め
た
い
。

宅
地
造
成
も
視
野
に
入
れ

た
い
。
こ
れ
ら
を
柱
に
す

え
て
進
め
て
い
き
た
い
。

合併後 15年間の暮らしの推移
比較年 質疑内容 答弁内容 伸び率

平成 18年度～
令和３年度 １人当たり市民所得 １人当たり市民所得 18％増

平成 18年度～
令和３年度 　〃　市民税 　〃　市民税 40％増

平成 18年度～
令和３年度 　〃　国保税 　〃　国保税 29％増

平成 20年度～
令和３年度 　〃　後期高齢保険料 　〃　後期高齢保険料 51％増

平成 18年度～
令和３年度 　〃　介護保険料 　〃　介護保険料 51％増

2006年～
2021年 田畑の総生産額 (農畜産物生産実績 )

耕種部門生産額 27％減

2006年～
2021年 工業総生産額 (生産額の基礎となる )

製造品の出荷額 0.39％増

2007年～
2021年 小売店の売上額 小売業の年間販売額 28％減

（※市長答弁より）

14☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



※
掲
載
以
外
の
質
問
項
目

「
道
路
行
政
」

ちょっと
ひとりごと

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

今
後
の
活
性
化

問

自
治
会
活
動
の
現
状

は
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問

自
治
会
加
入
に
向
け

た
取
組
と
し
て
、
具
体
的

な
対
策
は
。

市
長　

災
害
時
の
連
絡
体

制
の
重
要
性
や
、
行
政
情

報
、
見
守
り
や
防
犯
等
、

相
互
扶
助
の
立
場
か
ら
説

明
し
て
い
る
。
自
治
会
加

入
促
進
助
成
金
や
市
窓
口

で
の
声
か
け
等
で
加
入
促

進
に
努
め
る
。

問

自
治
会
の
統
合
・
機

能
の
再
編
は
。

市
長　

合
併
以
降
、
統
合

を
行
っ
た
自
治
会
は
13
自

治
会
あ
る
。
自
治
会
統
合

補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら

今
後
も
進
め
て
い
く
。

問

自
治
会
長
や
校
区
公

民
館
等
役
員
を
長
年
務
め

ら
れ
て
い
る
方
々
に
対
し

て
、
表
彰
制
度
の
考
え
は

な
い
か
。

市
長　

現
時
点
で
は
そ
の

よ
う
な
市
の
表
彰
制
度
は

な
い
が
、
今
後
検
討
す
る
。

曽
於
市
行
政
改
革
の

在
り
方

問

令
和
６
年
度
財
政
状

況
は
、
財
政
力
指
数
０
・

31
、
経
常
収
支
比
率
85
・

７
％
で
あ
る
。
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
進
捗

は
。

市
長　

施
設
の
保
有
面
積

を
平
成
27
年
度
か
ら
10
年

で
16
％
削
減
す
る
目
標
に

対
し
、
令
和
６
年
度
末
で

８
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
９
年
度
か
ら
新
た
な

計
画
を
策
定
す
る
が
、
令

和
８
年
度
か
ら
施
設
ご
と

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

問

今
村
副
市
長
の
見
解

は
。

今
村
副
市
長

令
和
８
年
度

か
ら
の
検
討
に
向
け
て
準

備
中
で
あ
る
。
４
月
か
ら

の
新
し
い
体
制
で
、
職
員

に
よ
る
検
討
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
。
令
和
９
年
度
に

か
け
て
市
民
代
表
や
学
識

経
験
者
含
め
た
「
在
り
方

検
討
委
員
会
」を
設
置
す
る
。

校区コミュニティ協議会
設立の現状は

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer
市長／末吉５地区、大隅４地区、財部１地区である。
今後もコミュニティ協議会への移行を推進していく

地域の宝である子供や孫世代へ責任を
果たす、禍根を残さないためにも
しっかりしたまちづくりや仕組み

づくりを

自治会加入率や自治会数の推移

年度 加入率 自治会数

平成 17年度 81.1% 495

平成 27年度 74.4% 482

令和７年度 63.7% 447

伊伊
いい

集集
じゅうじゅう

院院
いんいん

 正正
まさま さ

美美
みみ

公共施設等総合管理計画の進捗

年度 現状・目標 現状値・目標値

平成 27年度
現状 287,070㎡

目標 16％削減

令和６年度 現状 310,610㎡ (8％増 )

15 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



市
長　

で
き
る
範
囲
で
の

協
力
を
お
願
い
し
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

維持・管理の行き届かない市道

ちょっと
ひとりごと

防
犯
対
策

問

こ
れ
ま
で
の
具
体
的

内
容
と
成
果
は
。

市
長　

安
全
安
心
協
会
へ

の
運
営
補
助
金
や
自
治
会

等
へ
の
防
犯
灯
設
置
補
助

金
の
交
付
、
市
内
９
か
所

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

犯
罪
の
抑
止
や
市
民
生
活

の
安
心
安
全
を
図
っ
て
い

る
。

問

関
係
機
関
と
の
連

携
・
対
応
は
。

市
長　

警
察
や
安
全
安
心

協
会
と
連
携
し
対
応
し
て

い
る
。

問

今
後
の
対
応
と
更
な

る
対
策
強
化
は
。

市
長　

引
き
続
き
運
営
補

助
や
防
犯
灯
設
置
補
助
を

行
い
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増

設
の
可
否
は
協
議
・
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問
「
再
犯
防
止
推
進
計

画
」
の
内
容
に
、
更
生
保

護
に
携
わ
る
民
間
団
体
へ

の
更
な
る
支
援
と
人
材
育

成
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

更
生
に
向
け
て
熱

心
に
活
動
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市報での防犯広報・啓発

市報　2026年3月号より

市
道
整
備
と
維
持
・
管
理

問

市
道
整
備
の
こ
れ
ま

で
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

計
画
は
。

市
長　

進
捗
状
況
は
改
良

率
で
69
・
08
％
で
あ
り
、

今
後
、
総
合
振
興
計
画
を

も
と
に
計
画
的
に
整
備
を

進
め
る
。

問

市
道
清
掃
に
お
い
て
、

各
自
治
会
へ
の
報
奨
金
と
、

市
が
す
べ
て
行
っ
た
場
合

の
経
費
の
差
額
は
。

土
木
課
長　

令
和
７
年
度

の
各
自
治
会
へ
支
払
っ
た

報
奨
金
は
２
０
７
４
万
円
、

市
が
す
べ
て
行
っ
た
場
合

は
１
億
３
０
０
０
万
円
ほ

ど
必
要
で
あ
る
。

問

可
能
な
限
り
市
民
の

協
力
を
得
る
べ
き
で
は
。

再犯防止推進計画の対応は

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer
市長／ 令和９年度から地域福祉計画に

包含する形で策定し運用していく

日本一安心・安全な
町になれば

世界一になれるかも。

QuestionQuestion

迫迫
さ こさ こ

 将将
まさま さ

嗣嗣
つぐつぐ

16☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



曽
於
高
校

問

通
学
支
援
拡
充
の
内

容
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
生

徒
の
み
で
あ
っ
た
が
、
令

和
８
年
度
か
ら
バ
イ
ク
通

学
や
自
家
用
車
で
の
送
迎

に
も
年
間
最
大
２
万
４
千

円
の
補
助
を
実
施
す
る
。

問

そ
れ
以
外
の
支
援
は
。

市
長　

曽
於
高
校
の
魅
力

を
広
く
発
信
し
て
い
き
た

い
。

学
び
の
多
様
化
学
校

問

学
校
や
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
に
も
通
え
な
い
不

登
校
児
童
生
徒
に
は
、
ど

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い

る
か
。

教
育
長　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は

今
ま
で
学
校
に
置
い
て
い

た
が
、
４
月
か
ら
家
庭
に

持
ち
帰
り
、
家
庭
で
も
学

習
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

と
学
び
の
多
様
化
学
校
と

の
違
い
は
。

教
育
長　

教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
は
現
在
の
学
校
に
在

籍
し
て
の
学
習
支
援
で
、

学
び
の
多
様
化
学
校
は
不

登
校
児
童
生
徒
が
学
校
復

帰
の
際
に
学
び
や
す
い
よ

う
に
、
特
別
な
教
育
過
程

で
編
成
さ
れ
た
学
校
で
あ

る
。

問

学
び
の
多
様
化
学
校

を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け

て
い
る
か
。

教
育
長　

学
び
の
多
様
化

学
校
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
。

学
校
教
育
課
長　

ま
ず
は
不

登
校
児
童
生
徒
の
居
場
所

と
し
て
、
各
中
学
校
に
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
行
う
。

問

延
岡
市
の
多
様
化
学

校
で
は
、
自
宅
か
ら
出
ら

れ
な
い
児
童
生
徒
向
け
に

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
し
て

い
る
が
、
本
市
で
は
検
討

で
き
な
い
か
。

教
育
長　

学
校
と
不
登
校

児
童
生
徒
を
繋
ぎ
、
学
び

の
場
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

不登校児童生徒へのオンライン授業

芙
蓉
部
隊
の
資
料
展
示

問

地
下
発
電
所
が
市
の

指
定
文
化
財
に
な
っ
た
。

志
布
志
市
に
も
基
地
通
信

壕
跡
が
あ
る
。
広
域
連
携

を
と
り
、
芙
蓉
部
隊
の
資

料
館
設
置
を
す
る
こ
と
で
、

教
育
・
観
光
・
地
域
振
興

に
な
る
の
で
は
。

市
長　

現
在
の
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
を
芙
蓉
部
隊

の
資
料
館
に
す
る
構
想
は

あ
る
。
旧
岩
川
小
の
跡
地

活
用
検
討
委
員
会
も
設
置

す
る
の
で
、
予
算
化
は
令

和
９
年
度
以
降
に
な
る
か

と
思
う
。

平和学習施設の来館状況の比較（令和６年度）

学校数 児童・
生徒数

埋蔵文化財
センター 2校 21人

大刀洗平和
記念館（福岡県） 332校 22,359 人

芙蓉部隊の資料館設置により、
来館者増加や平和学習の充実が期待される

学校にも行けない
不登校児童生徒の支援は

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer
教育長／ タブレットを使って学びが

途切れないようにしていきたい

ちょっと
ひとりごと

子どもたちの選択肢は
多い方が良い

矢矢
やや

上上
がみがみ

 弘弘
ひろひろ

幸幸
ゆきゆき

17 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



大
川
原
峡
周
遊
ル
ー
ト

問

溝
ノ
口
洞
穴
か
ら
大

川
原
峡
周
辺
ま
で
行
っ
て

も
ら
う
工
夫
が
必
要
で
は
。

市
長　

溝
ノ
口
洞
穴
前
の

管
理
所
に
観
光
マ
ッ
プ
等

を
置
い
て
告
知
し
て
い
る
。

問

三
連
轟
降
り
口
柵
と
、

対
岸
の
遊
歩
道
転
落
防
止

柵
の
復
旧
は
。

市
長　

降
り
口
柵
は
３
月

ま
で
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

対
岸
の
柵
は
利
用
状
況
等

か
ら
復
旧
計
画
は
な
い
。

問

自
然
の
豊
か
さ
の
情

報
発
信
が
必
要
で
は
。

市
長　

大
事
な
こ
と
な
の

で
検
討
し
た
い
。

問

大
川
原
峡
キ
ャ
ン
プ

場
一
帯
に
遊
具
を
設
置
す

る
考
え
は
。

市
長　

外
で
体
験
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
作
り
に
つ

い
て
管
理
者
と
協
議
し
て

い
く
。

旧
財
部
支
所
跡
地
や公

営
住
宅

問

支
所
跡
と
周
辺
部
の

買
い
上
げ
た
面
積
は
。

市
長　

旧
支
所
跡
地

６
７
９
８
㎡
、
買
い
上

げ
３
５
６
６
㎡
、
寄
附

２
０
０
８
㎡
で
あ
る
。

問

水
ノ
手
、
大
丸
団
地

の
建
て
替
え
は
。

市
長　

水
ノ
手
団
地
は
民

間
事
業
者
に
譲
渡
済
み
、

大
丸
団
地
は
令
和
10
年
度

に
解
体
予
定
で
あ
る
。

問

大
丸
団
地
は
学
校
に

近
い
、
分
譲
地
に
し
て
は
。

市
長　

将
来
的
に
は
考
え

て
い
く
。

農
道
、
里
道

問

傷
ん
だ
箇
所
へ
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
等
の
原

材
料
支
給
は
出
来
な
い
か
。

耕
地
林
務
課
長　

原
材
料
支

給
規
則
に
あ
る
の
で
、
申

請
す
れ
ば
常
温
合
材
等
も

可
能
で
あ
る
。

問

市
民
へ
の
広
報
が
必

要
で
は
。

耕
地
林
務
課
長　

機
会
が
あ

れ
ば
広
報
し
て
い
く
。

財部市街地が衰退しているが

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer
市長／ 市街地と財部駅からＳＫＬＶまでの

動線の検討委員会を立ち上げる

ちょっと
ひとりごと

周辺部の声は
届きにくい ･･･。

QuestionQuestion

三連轟の渇水期ならではの景色です

松松
まつまつ

ノノ
のの

下下
したした

 いずみ いずみ

災害後の復旧はいち早く

復旧してもらえない防止柵

18☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



つ
い
て
、
子
ど
も
だ
け
で

申
請
し
た
団
体
は
。

企
画
政
策
課
長　

こ
れ
ま
で

は
な
い
。

問

子
ど
も
た
ち
が
学
び

の
中
か
ら
出
し
た
発
想
の

ゴ
ー
ル
設
定
は
。

市
長　

特
産
品
の
提
案
で

言
え
ば
、
製
品
化
し
て
販

売
さ
れ
て
評
価
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

問

青
少
年
提
案
型
予
算
は
。

市
長　

予
算
の
管
理
等
も

含
め
て
子
ど
も
だ
け
で
は

難
し
い
面
も
あ
り
検
討
を

重
ね
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
の
頑
張
り
を
市
が
応
援

す
る
必
要
が
あ
る
。

ちょっと
ひとりごと

人
口
減
少
下
に
お
け
る

市
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
と

持
続
可
能
な
地
域
運
営

問

人
口
減
少
対
策
と
行

政
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
が

限
界
に
来
て
い
る
と
い
う

認
識
は
。

市
長　

行
政
主
導
の
み
で

地
域
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
に
は
一
定
の
限
界

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

住
民
が
主
体
と
な
る

「
地
方
創
生
２・０
」
へ
の

転
換
の
必
要
性
は
。

市
長　

地
域
自
ら
が
主
体

と
な
っ
て
課
題
解
決
に
取

り
組
む
体
制
づ
く
り
が
重

要
で
あ
る
。

問

本
市
に
お
い
て
、
現

在
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

は
。

市
長　

若
い
方
々
が
色
々

な
形
で
活
性
化
を
計
画
し

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
行
政
主
導
型
が

残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

問

市
民
に
任
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
考
え
は
。

市
長　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
持
っ
た
市
民
と
市
役
所

職
員
の
人
材
育
成
を
行
い
、

行
政
の
仕
事
を
民
間
に
任

せ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い

の
で
は
と
考
え
る
。

問

財
部
駅
か
ら
Ｓ
Ｋ
Ｌ

Ｖ
ま
で
の
財
部
の
ま
ち
づ

く
り
は
。

市
長　

単
な
る
道
路
整
備

で
は
な
く
、
活
性
化
さ
せ

て
賑
わ
い
通
り
に
で
き
る

か
、
若
い
人
の
発
想
も
取

り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

旧
財
部
支
所
跡
地
の
活
用

も
検
討
す
る
。

問

担
当
課
は
。

市
長　

財
部
支
所
の
地
域

振
興
課
内
に
事
務
局
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

財
部
地
域
活
性
化
検

討
委
員
会
で
重
要
な
こ
と

は
。

財
部
支
所
地
域
振
興
課
長　

子

ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
き
た

く
な
る
ま
ち
に
し
て
い
き

た
い
。
若
い
人
た
ち
に
検

討
委
員
会
に
入
っ
て
ほ
し

い
。

問

子
ど
も
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
予
定
は
。

市
長　

会
議
の
時
間
等
を

考
慮
す
る
と
難
し
い
が
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
は
重

要
だ
と
思
う
。
学
校
に
お

願
い
し
て
、
意
見
を
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
き
な
い
か
、

委
員
会
設
立
ま
で
に
検
討

す
る
。

問

市
民
提
案
型
地
域
づ

く
り
事
業
支
援
補
助
金
に

財部のまちづくりに関する検討委員会
をどのように進めていくか

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer
市 長／ 各団体の若い人を中心に、ＳＫＬＶやまちに関わる

様々な方やアドバイザー、学生も取り入れたい

まちづくりに
大切なのは

市民の想いです！

やくやく

師師
しし

 康康
やすやす

浩浩
ひろひろ

財部駅からＳＫＬＶ
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企
業
立
地

問

過
去
10
年
間
（
平
成

27
年
度
〜
令
和
６
年
度
）

の
企
業
誘
致
の
実
績
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

件数

曽於市 16

志布志市 30

都城市 150

問

企
業
誘
致
で
き
る
工

業
団
地
向
け
の
空
地
の
状

況
は
。

企
画
政
策
課
長　

す
ぐ
に
誘

致
で
き
る
場
所
は
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
大
隅
町
の

ア
ヤ
ベ
跡
地
は
、
建
設
会

社
等
の
工
事
現
場
事
務
所

等
と
し
て
賃
貸
契
約
し
て

い
る
。

問

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
企
業
誘
致
の
工
業
団
地

の
紹
介
の
掲
載
が
な
い
状

況
は
、
近
隣
の
都
城
市
・

志
布
志
市
の
取
組
に
対
し

て
大
き
な
遅
れ
で
あ
る
が
、

今
後
の
取
組
は
。

市
長　

市
内
の
適
切
な
地

区
を
選
定
す
る
企
業
誘
致

を
見
据
え
た
産
業
用
地
整

備
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事
業

委
託
を
実
施
す
る
。

鹿
児
島
県
交
通
安
全
協
会

曽
於
地
区
協
会
の
運
営

問

曽
於
市
・
鹿
児
島
県

各
協
会
へ
の
運
営
助
成
の

状
況
は
。

市
長　

曽
於
地
区
協
会

へ
の
助
成
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
協
力
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
曽
於

地
区
交
通
安
全
協
会
に
は
、

２
１
０
万
円
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。

問

曽
於
地
区
協
会
は
会

員
数
の
減
少
や
人
件
費
の

増
等
に
よ
り
、
収
入
よ
り

運
営
経
費
増
の
た
め
積
立

金
を
取
崩
し
運
営
し
て
お

り
、
安
定
し
た
運
営
は
危

機
的
状
況
で
あ
る
。
マ
イ

ナ
免
許
証
交
付
や
高
齢
者

の
免
許
更
新
手
続
き
等
の

説
明
で
こ
れ
ま
で
以
上
に

時
間
を
要
す
る
た
め
、
人

員
削
減
は
難
し
い
。
市
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

へ
の
助
成
金
の
増
額
や
協

会
へ
の
助
成
は
で
き
な
い

か
。

市
長　

本
市
単
独
の
助
成

だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の

で
、
今
後
、
近
隣
市
町
や

県
市
長
会
・
県
に
問
題
提

起
し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て

き
た
く
な
る
ま
ち
の

政
策
実
現

問

当
初
予
算
に
具
体
的

に
予
算
化
さ
れ
た
事
業
は
。

市
長　

産
業
の
振
興
と
し

て
ス
マ
ー
ト
農
業
に
向
け

た
ド
ロ
ー
ン
等
の
導
入
補

助
、
新
規
就
農
就
業
支
援

対
策
の
年
齢
・
所
得
制
限

の
撤
廃
。
雇
用
の
創
出
と

し
て
、
奨
学
金
返
還
支
援

と
市
内
企
業
と
連
携
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
促
進

補
助
金
を
創
設
。
子
育
て

支
援
と
し
て
小
児
科
誘
致

の
た
め
の
施
設
・
運
営
支

援
、
新
生
児
に
オ
ム
ツ
と

粉
ミ
ル
ク
の
支
給
、
小
・

中
学
校
入
学
時
の
ス
ク
ー

ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
し

て
共
助
交
通
モ
デ
ル
事
業

を
４
地
区
で
実
施
す
る
。

問

ス
ク
ー
ル
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
事
業
と
は
。

市
長　

保
護
者
負
担
軽
減

の
た
め
、
小
中
学
校
の
入

学
時
に
一
人
あ
た
り
現
金

３
万
円
と
商
品
券
２
万
円

を
支
給
す
る
。

企業誘致のための新たな
工業団地の造成の計画は

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer
市長／ 企業誘致を見据えた産業用地整備

アドバイザリー事業委託を実施する

ちょっと
ひとりごと

企業誘致のための
積極的政策の実現を！

QuestionQuestion

統合した高岡小学校。校舎の活用策も
公民連携で模索してはどうか

今
後
の
財
政
再
建
策

問

本
市
の
人
口
は
昭
和

50
年
の
４
万
９
７
６
５

人
か
ら
令
和
８
年
で

３
万
１
４
３
３
人
と
大
き

く
減
少
し
て
お
り
、
人
口

に
見
合
っ
た
形
で
の
公
共

施
設
の
統
廃
合
が
問
題
に

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
今

後
の
対
応
は
。

市
長　

施
設
を
つ
く
る
際

に
は
他
の
施
設
の
代
替
と

し
て
も
使
え
な
い
か
な
ど

検
討
し
て
い
く
。

今今
いまいま

鶴鶴
づるづる

 治治
はるはる

信信
のぶのぶ
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問

本
来
、
計
画
で
は
縮

小
す
る
は
ず
の
管
理
面
積

が
Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
な
ど
の
建
設

で
む
し
ろ
増
え
て
い
る
。

公
共
施
設
の
在
り
方
を
検

討
す
る
際
に
、
都
城
高
専

等
の
ま
ち
づ
く
り
の
先
生

な
ど
外
部
有
識
者
を
入
れ

て
議
論
を
す
る
べ
き
で
は
。

市
長　

公
共
施
設
の
取
り

壊
し
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
様
に
丁
寧
な
説
明
が

必
要
で
あ
り
、
そ
う
い
っ

た
際
に
外
部
の
方
の
意
見

を
伺
う
の
は
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。

ちょっと
ひとりごと

公
民
連
携
事
業

問

本
市
の
進
め
る
市
営

住
宅
の
集
約
事
業
の
交
渉

権
者
に
都
城
市
の
タ
ナ
カ

ホ
ー
ム
が
決
定
さ
れ
た
。

評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

※
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
に
よ

る
独
自
の
設
計
と
地
域
交

流
を
考
え
た
提
案
が
評
価

さ
れ
た
。

※
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
と
は
･
･
･

断
熱
、
気
密
性
能
の
高
い
省
エ
ネ

住
宅
の
こ
と
。

問

エ
リ
ア
開
発
の
方
向

性
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

当
初

想
定
し
て
い
た
エ
リ
ア
よ

り
も
面
積
が
減
少
す
る
た

め
、
提
案
の
あ
っ
た
内
容

か
ら
変
更
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

問

公
民
連
携
窓
口
を
設

置
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
本
市
で
の
検
討
は

な
い
の
か
。

市
長　

宮
崎
市
で
は
80
以

上
の
事
業
で
公
民
連
携
を

推
進
し
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
形
で
進
め
る
た
め

に
は
総
合
的
な
窓
口
が
必

要
に
な
る
。
急
に
設
置
は

で
き
な
い
が
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

今後の活用法が決まっていない旧財部支所

統合した高岡小学校。校舎の活用策も
公民連携で模索してはどうか

今
後
の
財
政
再
建
策

問

本
市
の
人
口
は
昭
和

50
年
の
４
万
９
７
６
５

人
か
ら
令
和
８
年
で

３
万
１
４
３
３
人
と
大
き

く
減
少
し
て
お
り
、
人
口

に
見
合
っ
た
形
で
の
公
共

施
設
の
統
廃
合
が
問
題
に

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
今

後
の
対
応
は
。

市
長　

施
設
を
つ
く
る
際

に
は
他
の
施
設
の
代
替
と

し
て
も
使
え
な
い
か
な
ど

検
討
し
て
い
く
。

市営住宅だけでない
公民連携の取組を

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer
市 長／ 募集に当たっては末吉町だけでなく

市内全域で行っていきたい

統合した公共施設を
公民連携で活用も
視野に入れるべき

山山
やまやま

中中
なかなか

 雅雅
まさま さ

人人
とと
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学
校
の
負
担
軽
減
と

子
ど
も
の
学
ぶ
環
境

問

教
員
や
学
校
活
動
支

援
員
は
十
分
か
。

教
育
長　

県
の
教
員
不
足

に
よ
り
代
替
配
置
で
き
な

い
学
校
が
２
校
あ
る
。
学

校
活
動
支
援
員
も
年
度
途

中
退
職
の
後
任
補
充
が
で

き
て
い
な
い
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議

会
）
は
機
能
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

正
直
に
言
う
と

機
能
し
て
い
な
い
。
問
題

を
抱
え
る
学
校
で
も
、
地

域
や
保
護
者
に
支
援
を
依

頼
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る

風
潮
が
あ
る
。
協
議
会
の

設
置
規
則
に
委
員
５
名
と

あ
る
が
、
県
内
に
は
10
名

以
上
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

子
ど
も
の
意
見
を
聴
く
こ

と
も
含
め
て
、
機
能
す
る

規
則
に
向
け
て
見
直
し
を

図
り
た
い
。

問

県
内
の
「
熟
議
」
の

事
例
と
し
て
檍
小
学
校
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
良
い

事
例
は
ぜ
ひ
水
平
展
開
を
。

教
育
長　

全
て
の
学
校
が

本
来
あ
る
べ
き
姿
に
な
る

よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

社会全体で子どもたちを支えていきたい

文科省パンフレットより

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

問

不
登
校
の
子
を
も
つ

保
護
者
向
け
の
「
保
護
者

と
語
る
会
」
の
案
内
が
当

事
者
に
届
き
づ
ら
い
。
特

に
、
登
校
渋
り
が
始
ま
っ

た
頃
が
一
番
相
談
し
た
い

時
期
な
の
に
知
る
機
会
が

な
い
。
２
か
月
に
１
回
の

開
催
で
は
都
合
が
つ
か
ず

に
参
加
を
断
念
す
る
方
も

い
る
。周
知
方
法
や
頻
度・

時
間
帯
を
検
討
し
、
必
要

な
方
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

開
催
回
数

は
多
い
方
が
い
い
。
時
間

帯
な
ど
も
保
護
者
ニ
ー
ズ

に
合
う
よ
う
検
討
し
た
い
。

問

新
年
度
の
取
組
は
。

教
育
長　

市
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー（
ふ
れ
あ
い
教
室
）

の
指
導
員
を
３
名
か
ら
４

名
に
増
員
し
、
大
隅
・
財

部
地
域
に
終
日
常
駐
さ
せ

る
体
制
を
と
る
。

学
校
教
育
課
長　

末
吉
中
の

よ
う
に
、
４
月
か
ら
大
隅

中
と
財
部
中
に
も
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
。

問

進
路
等
の
追
跡
調
査

は
。

教
育
長　

中
学
卒
業
時
の

進
学
先
等
は
把
握
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
状
況
は

特
に
把
握
し
て
い
な
い
。

問

不
登
校
児
童
生
徒
は

将
来
に
不
安
を
感
じ
や
す

い
。
個
人
が
特
定
さ
れ
な

い
形
で
、
同
様
の
境
遇

だ
っ
た
先
輩
方
の
そ
の
後

を
知
れ
れ
ば
自
信
や
安
心

に
繋
が
る
の
で
は
。

学
校
教
育
課
長　

今
後
、
そ

の
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

以前、一般質問で提言した
スクール・サポート・スタッフ

（教員業務支援員）は

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer
教育長／新年度、末吉小と末吉中に１名ずつ配置予定
で、更に人員増の予算をつけていただけるようにしたい

ちょっと
ひとりごと

大人の都合ではない
子どもに寄り添った
教育環境を

QuestionQuestion

瀬瀬
せせ

戸戸
とと

口口
ぐちぐち

 恵恵
ええ

理理
りり
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問
「
未
来
創
造
塾
」
と

い
う
地
方
創
生
に
つ
な
が

る
人
材
育
成
の
活
動
が
あ

る
が
、
取
り
入
れ
て
は
。

市
長　

多
様
な
主
体
が
参

画
し
、
人
材
育
成
と
地
域

課
題
の
解
決
を
一
体
的
に

進
め
る
取
組
は
重
要
で
あ

る
。
本
市
の
実
情
に
即
し

た
形
で
検
討
し
た
い
。

問

移
住
者
な
ど
、
外
か

ら
の
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

塩
田
副
市
長
の
所
見
は
。

塩
田
副
市
長

市
民
の
曽
於

市
へ
の
愛
着
を
感
じ
る
。
市

内
だ
け
の
視
点
で
は
な
く
、

南
九
州
の
中
心
地
と
い
う

視
点
で
の
議
論
が
、
可
能

性
を
広
げ
る
と
考
え
る
。

ちょっと
ひとりごと

国
政
の
動
向
と
本
市
の
姿
勢

問

食
料
品
の
消
費
税
減

税
な
ど
の
報
道
が
あ
る
が
、

分
析
し
て
い
る
か
。

市
長　

根
拠
と
な
る
法
令

等
の
通
知
が
な
い
段
階
で

は
準
備
で
き
な
い
。
地
方

交
付
税
等
の
減
額
は
心
配

し
て
い
る
。
県
に
問
い
合

わ
せ
つ
つ
協
議
し
て
い
く
。

問

農
畜
産
業
者
や
飲
食

業
者
等
の
影
響
は
大
き
い

と
言
わ
れ
る
が
。

市
長

国
政
の
協
議
を

日
々
注
視
し
、
国
か
ら
税
務

課
へ
の
情
報
な
ど
は
早
め
に

市
民
へ
提
供
し
て
い
く
。

学
校
教
育
環
境

問

全
国
で
教
育
現
場
の

課
題
が
「
多
様
化
・
複
雑

化
・
困
難
化
」
し
て
い
る

が
、
本
市
で
は
。

教
育
長　

社
会
の
変
化
に

伴
い
、
課
題
が
質
的
・
量

的
に
増
大
し
、
解
決
が
容

易
で
な
い
。
教
員
不
足
に

よ
る
職
場
環
境
の
悪
化
も

心
配
さ
れ
る
。

問

地
域
と
の
連
携
体
制

で
あ
る
「
学
校
運
営
協
議

会
」
の
取
組
は
ど
う
か
。

教
育
長　

全
小
中
学
校
に

設
置
し
た
が
、
取
組
が
十

分
と
は
言
え
な
い
。
次
年

度
は
委
員
が
対
象
の
研
修

会
も
計
画
し
て
い
る
。

問
「
地
域
学
校
協
働
活

動
推
進
員
」
と
は
。

生
涯
学
習
課
長

学
校
と
地

域
住
民
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
企
業
、

文
化
団
体
な
ど
を
繋
ぐ
役
割

で
あ
り
、
児
童
に
郷
土
芸
能

を
教
え
た
例
も
あ
る
。
現
在

市
内
に
５
名
だ
が
、
各
協
議

会
に
１
名
の
配
置
を
目
指
す
。

問

教
育
の
充
実
が
本
市

の
魅
力
を
高
め
、
地
方
創

生
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
。

市
長　

学
校
、
家
庭
、
地

域
の
三
者
が
一
体
と
な
る

取
組
が
不
可
欠
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
誇
り
と
愛

着
を
も
て
る
「
帰
っ
て
き

た
く
な
る
ま
ち
」
を
実
現

し
た
い
。

県教育委員会ホームページより

檍小学校
学校運営協議会の熟議の様子

地
方
創
生
と
市
民
連
携

問

持
続
的
発
展
の
た
め

に
求
め
る
人
材
は
。

市
長　

地
域
資
源
を
活
か

し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
創

る
人
材
や
世
代
間
を
繋

ぐ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
、

少
人
数
で
も
地
域
を
運
営

で
き
る
組
織
づ
く
り
も
必

要
と
考
え
る
。

国政の動向について、
評価や分析を
どのように行っているか

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer
市長／ 報道を注視し、各省庁からの通知を

基本に評価分析している

「子どもたちの元気」は、
「曽於の元気」と地続き！

中中
なかなか

薗薗
ぞのぞの

 和和
かずかず

樹樹
きき

23 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。
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T
EL：

0986 - 76 - 8816
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0986 - 76 - 8901
E
メ
ー
ル
：
gikai@

city.soo.lg.jp

「
地
域
の
命
を
守
る
、
有
志
の
皆
様
に
よ

る
※
周
産
期
救
急
研
修
」

産
科
の
な
い
本
市
に
お
い
て
、
室む
ろ

屋や

颯そ
う

太た

氏
が
中
心
と
な
り
、
大
隅
曽
於
地
区
消

防
組
合
有
志
の
皆
様
に
よ
る
周
産
期
救
急

「
Ｂビ
ー

Ｌエ
ル

Ｓエ
ス

Ｏオ
ー

」
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

財
部
町
ご
出
身
で
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー

の
渡わ
た

邊な
べ

理た
か

史ふ
み

氏
を
は
じ
め
、
専
門
医
の
先

生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

本
市
の
安
心
・
安
全
を
支
え
る
現
場
の

皆
様
の
主
体
的
な
研
鑽
に
と
て
も
安
心
感

を
覚
え
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
組
を
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

（

師
）

※
周
産
期
救
急
と
は
･
･
･
妊
娠
22
週
か

ら
生
後
７
日
未
満
の
「
周
産
期
」
に
発
生
す

る
、
母
体
や
胎
児
・
新
生
児
の
生
命
に
関
わ

る
重
篤
な
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
医
療
の
こ

と
。

表
紙
に
よ
せ
て

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
責
任
者
　
　

　
議
　
　
長　
重
久　

昌
樹

下
段
右
か
ら

中
薗
委
員
・
瀬
戸
口
委
員
長
・
師

副
委
員
長

上
段
右
か
ら

　
廣
瀬
委
員
・
山
中
委
員
・
矢
上
委
員

今回ご紹介する方は、財部中学校近くで理美容室を営んでい
る「ヘアサロンO

オッジ

ggi」の山
やま

田
だ

千
ち

稜
はる

さんです。
地域密着型をモットーに小さいお子様から年配の方まで男女

問わず幅広い層のお客様で連日賑わっています。カットやカ
ラー、パーマの技術に加え、様々な美容スキルのライセンス取
得にも取り組み、美容師としての幅を広げています。
また、出張カットも行っており、市内はもちろん市外の対応

も可能なので、交通手段がない方も安心です。
「お客様と色々なお話をするのが楽しいし、
今後は人間としても更なる成長をしたい。」
とのことです。これからの活躍を期待した

いですね！ （廣瀬）

詳しくはコチラ▼

夢
チャレンジチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ

編
集
後
記

６月５日 ……………開　　会
６月８日・11日～12日
………………………一般質問
６月23日 ……………閉　　会

第２回　定例会予定

ぜひ傍聴にお越しください！

新
し
い
議
会
と
な
り
、
12
月
・

３
月
議
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
新

人
議
員
の
多
角
的
な
一
般
質
問
に

大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

立
場
や
経
験
は
違
っ
て
も
、
目

指
す
と
こ
ろ
は
「
曽
於
市
を
よ
り

良
く
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
す
。

人
口
減
少
を
は
じ
め
課
題
は
山

積
み
で
す
が
、
18
人
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
、
弱
み
を
補
い
合

い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。今

後
と
も
議
会
、
そ
し
て
議
員

一
人
ひ
と
り
に
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（
矢
上
）

ヘアサロンOggi ※要予約
TEL：080-9052-2790　営業時間：7時30分～20時

キッチンカーで
イベントにも参加しています！

渡邊 理史 氏

白熱する議会だよりの編集作業

曽
於
市
議
会
だ
よ
り
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